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我が国初の位置天文衛星Nano-JASMINEは口径 5cmの金属鏡の望遠鏡に完全空乏型ＣＣＤを搭載し、1µmま
での近赤外光を用いた位置天文観測を実現する。超小型ながら、高度な３軸制御機能を備え、２次元素子の採用に
よって、HIPPARCOS衛星に匹敵する精度が得られることが期待されている。Nano-JASMINE衛星は約２年を
かけて Zwバンド (0.6µm− 1.05µm)を用いて、10等級より明るい星を対象に全天にわたる位置天文観測を行い、
100万個の天体の精密位置測定に加えて、近傍の 7.5等級より明るい星約 8000個については年周視差の測定によ
り、距離測定が可能となる予定である。予定より、打ち上げが大幅に遅れてしまっているが、Nano-JASMINE衛
星本体は、すでにフライトモデルが組みあがり、各種性能評価試験も終了して、打ち上げを待つばかりとなって
いる。
講演では、nano-JASMINE衛星プロジェクトについての現状の報告に加えて、超小型衛星の打ち上げ機会につ

いての問題点について、またGAIAも含めて大きな問題となっている、CCDの宇宙放射線と星像位置決めの問
題についてふれる予定である。


